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例のstatic　brain　scintigramは14例（87．59。）で異常

集積がみられた．

　閉塞性脳血管障害の急性期ではCTでは所見を

呈さない例もあり，前に石井が報告したように，

このような例でも内頸および中大脳動脈閉塞では

RI－angiogramで，患側半球のperfusionの低下，

avascular　patternの欠如などの所見が見られる．

再開通が生じるとこれらの所見が正常化するため，

RI・angiographyはCTと組み合わせて，閉塞性

脳血管障害のfollow　up　studyに有用と思われる．
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　99mTc－MDPによる全身骨シンチ施行中，悪性

胸水貯留側に99mTc－MDPの異常集積を認めた例

を経験したので報告する．

　〔症例1〕　51歳，女性，右乳癌の根治手術と放

射線治療を受けた症例で，991nTc－MDP　10mCi静

注，3時間後に全身骨シンチを行なった．スキャ

ン上骨には転移を疑わせる所見は認めなかったが，

胸部左側にび漫性のRI異常集積像を認めた．こ

の時点での胸部レ線像では，左側に胸水貯留があ

り，このRIの異常集積は胸水貯留によるものと

思われた．

　〔症例2〕　21歳，男性，臨床的に肺癌を疑われ

た症例である．胸部レ線像で右側に胸水貯留と右

第5肋骨に骨破壊像を認めた．骨転移の有無を知

るため全身骨シンチを行なったところ，右第5肋骨

以外に胸部右側にび漫性のRI異常集積を認めた．

ただちに胸腔穿刺を行ない，採取した胸水の一部

にっいて，分離前の胸水および遠心により非細胞

成分と細胞成分に分離し，それぞれについて単位

容積当たりのActivityを測定すると同時に，血

中のActivityも測定した．胸水中は全血の約3倍

のActivityを認め，また胸水内のRadioactivity

の99％が液性成分に検出された．なお，胸水の化

学的分析結果は血液のそれに類似していた．また

ペーパークロマトで展開してみると，胸水内の

ActivityのほとんどがOriginにみられ，　Control

としてのpertechnetateは，　Rf　O．7のところにと

どまり，胸水内にはfreeのpertechnetateはみら

れなかった．これらの結果は，Siegel，鐘らの報

告と一致するものであった．

6．低体温下の臓器機能の核医学的評価
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　低体温下での，肝胆道系の機能評価を，99mTc－

PI（ピリドキレイソロイシン）を用いて行なったの

で報告する．

　方法：約3kgのオスのウサギを使用し，ネンブ

タール麻酔下で，低体温とした．約26°C～30°C

に達したら，約100μCiの，99mTc－PIを静注し，

その直後よりシンチカメラにて1時間にわたりデ

ー タストアーを行なった．データストアー終了後，

肝，心臓，腸にROIを設定し，　Time－activity－

curveもとめた．

　結果：低体温下では，99mTc－PIのとり込み遅

延と，排泄遅延とを認めた．また，胆のうの抽出

遅延も認めた．以上のことから，低体温下の肝胆

道系の機能評価に99mTc－PIが有用と考えられた．

今後，その他の臓器機能の評価も核医学的手段で

行なう予定である．

7．微量遷移金属VII　B族化合物（KMnO4，

　NaggTcO4，　KReO4）の病原微生物に与え

　る影響について
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はじめに：右下肢切断創化膿発熱患者に，99mTc
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